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ぼうさいこくたいの発足経緯と構成

2015年に防災推進国⺠会議が発⾜し、この発⾜を機に、内閣府、防災推進協議会とともに、
国⺠の更なる防災意識向上を図るべく、平成28（2016）年に第1回を開催したのが始まり。
防災推進国⺠会議メンバー一覧（全45団体）

経済界・労働組合
一般社団法人日本経済団体連合会
公益社団法人経済同友会
日本商工会議所
日本労働組合総連合会
公益社団法人日本⻘年会議所
地方六団体
全国知事会
全国市⻑会
他6団体
消防関係
公益財団法人日本消防協会
他2団体
教育界
公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会
全日本中学校⻑会
全国⾼等学校⻑協会
全国都道府県教育委員会連合会
全国市町村教育委員会連合会
一般社団法人国立大学協会
日本私立大学団体連合会
一般社団法人公立大学協会
他4団体

学術界
日本学術会議
防災学術連携体
メディア
日本放送協会
一般社団法人日本⺠間放送連盟
一般社団法人日本新聞協会
一般社団法人日本雑誌協会
医療関係
公益社団法人日本医師会
公益社団法人日本⻭科医師会
他2団体
福祉関係
社会福祉法人全国社会福祉協議会
日本介護支援専門員協会
日本介護福祉士会
障害者団体
日本障害フォーラム（JDF）
女性団体
全国女性団体連絡協議会
全国女性会館協議会
上記以外
日本赤十字社
他3団体

令和7年4月現在



参加者数 関連する地震災害 地震規模 津波規模
2016 東京大学 12,000
2017 仙台 10,000 東日本大震災2011  M9.0  津波7.6〜14.8m

2018 東京 12,000 関東大震災1923  M7.9推定  津波？

2019 名古屋 15,000 昭和東南海地震1944  M8.4  津波？

2020 広島 16,000
2021 釜石 5,800 東日本大震災2011 M9.0  津波7.6〜14.8m

2022 兵庫 12,000 阪神淡路大震災1995  M7.3  津波？

2023 横浜 16,000 関東大震災1923  M7.9推定  津波？

2024 熊本 17,000 熊本地震2016  M6.5  津波なし

2025 新潟 19,000 新潟地震1964  M7.5  津波1.8m

ぼうさいこくたい開催地

ぼうさいこくたいの歴史と当分科会の参加状況

「手引き」制作分科会は、2023年より参加。

9月6日〜7日
轡田、市川、森田 3名参加 三輪さん来場

主催者配布のハンドブック表紙



⽇程︓2025年９⽉６⽇(土)・７⽇(⽇) 
会場︓朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

JR新潟駅から徒歩25分
バス15分
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ブース展示（B）
B-096 国際津波防災学会

「地区住⺠による津波防災対策計画⽴案のための⼿引き」を制作中︕

ここの一角

ぼうさいこくたい2025in 新潟
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●出展タイプと出展数
現地出展 オンラ

イン 合計
セッション 52 10 62

ワークショップ 21 5 26

ブース展示 180 6 186

パネル展示 147 0 147

屋外展示（テント展示） 34 0 34

屋外展示（車両展示） 32 0 6

出展団体別オリジナル企画 6 0 6

合計 472 21 493 昨年は408

今年の出展方式

・出店者名プレート W900×H200 

・バックパネル W1980×H2400 

・サイドパネル W990×H2400 

・⻑机 W1800×D450×H700 

ブース

〈ブース基礎レイアウト〉

ぼうさいこくたい2025in 新潟
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昨年同様ブース展示で出展した。
国際津波防災学会

「地区住⺠による津波防災対策計画⽴案
のための⼿引き」を制作中︕

説明・対話した人数
6日（土）72名、7日（日）40名、計142名

来場者（19,000名）
来年の会場は鳥取（注：2016鳥取地震 M6.6）

180のブースが並ぶと壮観



用意したチラシ類（1）

名刺

A4 和文チラシ

表 裏

つかみ本
裏表紙のCF案内を隠す
支援お礼の文章

英文チラシ

表 裏

用意したチラシ類（2）
ステッカー大小



費目 出金 備考

交通費宿泊費 114,560
静岡・神奈川・東京から新潟
新幹線利用。2泊X3名。

印刷費 23,600

ポスターA0X2枚、和文ちらしA4X150

枚、英文チラシA4X100,ステッカー大

100，小150

デザイン料 12,000ポスター修正、英文チラシ新規デザイン.

送金手数料 660

計 150,820

まとめ

目標とした「手引き」制作の趣旨と完成イメージを、来訪者に理解して貰うことは達成された。

特に、1日目夕方にホールにて各団体に30秒の活動紹介の場があったが、その紹介を聞いて2日目
に来訪された方が複数あり、専門分野の執筆依頼や、コラムの提供に繋げる事が出来た。

国際津波防災学会の活動であることも併せて紹介し、理解を深める事が出来た。

会計報告


